






まえがぎ

　広島・長崎は不幸にして一瞬のうちに原爆放射線を全身照射の形で被爆した

人々が数多く存在するユニークな人類集団である。放射線が遣伝的傷害を誘起

するということは各種の実験からすでに明らかにされている。しかし,原爆被

爆者集団に対する初期的調査(流死産,奇型,新生児死亡,性比等)の結果からは,

放射線による遣伝的傷害の有意な増加を観察するまでには至ってはいない。こ

れは原爆放射線の遺伝的影響を否定するものではなく,より有効な遣伝学的方

法の確立と導入によって,さらに詳細な分析を行なうことの必要性を示してい

るものである。この見地から,原爆放射線の遣伝的影響を解明する一環として,

細胞遣伝学的研究が広島・長崎において継続されている。


